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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
環状に配置された複数のたて糸（４ａ）と、当該たて糸（４ａ）と交差してスパイラル状
に織り込まれたよこ糸（５ａ）とよりなる外層筒状織物（２）内に、同様に複数のたて糸
（４ｂ）とよこ糸（５ｂ）とよりなる内層筒状織物（３）を配置し、その外層筒状織物（
２）と内層筒状織物（３）との間に接結たて糸（６）を配置し、当該接結たて糸（６）を
外層筒状織物（２）及び内層筒状織物（３）におけるよこ糸（５ａ、５ｂ）と組織させて
、外層筒状織物（２）と内層筒状織物（３）とを接結してなることを特徴とする、二重筒
状織物
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は筒状織物に関するものであって、たて糸とよこ糸とを筒状に織成してなる筒状
織物を内外二層に重ね、その両筒状織物を一体に接結した、二重筒状織物に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来一般に筒状織物は、消防用ホースやフレキシブルコンテナなどとして広く使用され
ているが、それらは例えば特開２００７－６４３７０号公報や特開２００５－１９３９７
９号公報などに見られるように、大部分が一重のものであった。
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【０００３】
　消防用ホースの分野においては、耐圧力を向上させるために筒状織物を二重にしたダブ
ルジャケットホースも使用されているが、それらは筒状織物内に他の筒状織物を引き込ん
で二重にしたものであって、内圧が作用したときに外側と内側の筒状織物に均等に圧力を
作用させることが困難であり、耐圧力が十分高いものではなかった。
【０００４】
　またフレキシブルコンテナにおいても、筒状織物を内外二重にして強度を高めることが
考えられるが、使用中に内外の筒状織物がずれるとバランスが崩れ、強度が低下する可能
性がある。
【特許文献１】特開２００７－６４３７０号公報
【非特許文献１】特開２００５－１９３９７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明はかかる事情に鑑みなされたものであって、内外二重の筒状織物を織成すると共
に、その内外の筒状織物を接結して一体のものとし、耐圧力や強度を十分に高めた二重筒
状織物を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
而して本発明は、環状に配置された複数のたて糸と、当該たて糸と交差してスパイラル状
に織り込まれたよこ糸とよりなる外層筒状織物内に、同様に複数のたて糸とよこ糸とより
なる内層筒状織物を配置し、その外層筒状織物と内層筒状織物との間に接結たて糸を配置
し、当該接結たて糸を外層筒状織物及び内層筒状織物におけるよこ糸と組織させて、外層
筒状織物と内層筒状織物とを接結してなることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、外層筒状織物と内層筒状織物とが重なっているので強度が大きく、且
つその二層の筒状織物が接結されて一体化しているので、互いにずれることがなく、二層
の筒状織物の耐圧力や強度が十分に高いものとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下本発明の実施の一形態を図面に基づいて説明する。図面は本発明の二重筒状織物１
を示すものであって、図１はその横断面図であり、図２はその二重筒状織物を展開した状
態の平面図である。
【００１０】
　而して本発明の二重筒状織物１は、外層筒状織物２と当該外層筒状織物２内に挿通され
た内層筒状織物３とよりなっており、その外層筒状織物２及び内層筒状織物３はそれぞれ
、環状に配置された複数のたて糸４ａ、４ｂと、当該たて糸４ａ、４ｂと交差してスパイ
ラル状に織り込まれたよこ糸５ａ、５ｂとよりなっている。
【００１１】
　図面においては、外層筒状織物２及び内層筒状織物３はそれぞれ平織り組織により織成
されているが、筒状織物２、３の組織は平織り組織に限るものではなく、綾織り組織や畦
織り組織などの組織で織成することもできる。
【００１２】
　６は接結糸であって、当該接結糸６は所定間隔ごとに外層筒状織物２と内層筒状織物３
との間に配置されており、当該接結糸６が外層筒状織物２のよこ糸５ａ及び内層筒状織物
３のよこ糸５ｂと組織されており、当該接結糸６により外層筒状織物２と内層筒状織物３
とが一体に接結されている。
【００１３】
　なお図面の例においては、二重筒状織物１の周方向の四か所において接結されているが
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、二重筒状織物１の大きさや用途に応じて接結箇所の数を増減することができる。また接
結の方法は、図面においては接結糸６を使用した中央接結によっているが、外層筒状織物
２及び／又は内層筒状織物３のたて糸４ａ、４ｂ及び／又はよこ糸５ａ、５ｂを互いに組
織させて、普通接結により接結することもできる。
【００１４】
　本発明の二重筒状織物１は、外層筒状織物２と内層筒状織物３とが内外二重になってお
り、且つその外層筒状織物２と内層筒状織物３とが接結糸６により一体に接結されている
ので、二重の筒状織物２、３により強度が増強されていると共に、その外層筒状織物２と
内層筒状織物３とが接結されていて互いにずれることがないので、二重筒状織物１に作用
した力は外層筒状織物２と内層筒状織物３とが均等に負担し、増強された強度がずれによ
り損なわれることがない。
【００１５】
　従って消防用ホースにおけるダブルジャケットホースとする場合においては、耐圧性能
の高いホースとすることができ、またフレキシブルコンテナとする場合においても、柔軟
で強度の高いコンテナを得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００１６】
　本発明の二重筒状織物は、上述のようなダブルジャケットの消防用ホースやフレキシブ
ルコンテナに使用するものに限られるものではなく、筒状織物を使用する種々の用途に広
く使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の二重筒状織物の横断面図
【図２】本発明の二重筒状織物を展開した状態の平面図
【符号の説明】
【００１８】
　　　１　二重筒状織物
　　　２　外層筒状織物
　　　３　内層筒状織物
　　　４ａ、４ｂ　たて糸
　　　５ａ、５ｂ　よこ糸
　　　６　接結糸
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